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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、学ぶ主体である学生を中
心にして、少子社会・全入時代の学生の学習
準備状況に合った看護学の導入教育に当た
る基礎看護学領域のプログラムを構築する
ことである。 
研究の第一段階として、少子化社会におい
て生活体験が少ないと言われる学生の特徴
をとらえることを目的とし、３つの研究を行
う。研究１として、看護学生の生活体験全国
調査、研究２として、1大学において看護学
導入時期にどのような困難性を感じている
かの調査をグループインタビューにて行う。
研究３では、看護学導入時期の学生への教育
に当たっている教員にインタビューを行い、
学生へ感じる困難性とそれに伴い行ってい
る工夫について調査する。 
第二段階として、第一段階の研究結果を踏
まえて、学生の困難性を解消するための教材
の開発（研究 4）を行い、実際に１大学で活
用した後、これらの教材が、看護学導入時期
の学生の困難性の軽減につながったかどう
かの評価（研究 5）を行う。 
最終段階では、研究５の結果を踏まえて少

子化社会の学生の特性に合わせた看護学導
入プログラムの修正と再構築（研究 6）を行
う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）看護系大学入学者の生活体験全国調査 
予備調査（その他②）を基に、看護系大学

1 年生の生活体験の質問紙調査を 2007 年 11
月に実施した。4601 通を回収し、その結果、
93％は兄弟姉妹がおり、日常的な生活体験は

少なくないことがわかった（学会発表④）。 
（２）看護学導入期の学生が感じる困難性 
1 大学において 2 年生へ進級した 15 名と、
臨床実習終了直後の9名にグループインタビ
ューを行った。その結果、高校までの学校生
活と大学の生活の差に戸惑い、各授業科目の
位置づけが理解できなかったこと、技術習得
の自己学習の実態が明らかになった（学会発
表④）。基礎実習終了後では看護技術の習得
と実習への適応に困難を感じていた（学会発
表②）。 
（３）教員が捉える学生の特徴と教授方法の
工夫  
7 大学 10名の教員への面接調査と、5大学
5名のグループインタビューを行った。その
結果、生活感に乏しい、病気の人や病院のイ
メージがない、読めない、書けない等を感じ
ている一方で、課題に対して発想豊かに取り
組めると評価していた（学会発表③）。 
（４）看護学導入プログラム教材開発 
上記の結果から、学生の特徴は少子化より
は Y-generation と捉えるべき事が明確とな
り、学習方法に関するオリエンテーション教
材、学習内容の看護学における位置づけを示
す教材、看護技術学習支援の web ページ（ル
カーツ）を作成した（学会発表①）。 
（５）学習展開の評価 
（４）で作成した教材を 2009 年度 1大学
で使用し、学習の困難性の解消に役立ったか
の調査を 2010 年 3月に実施した。ルカーツ
の活用について計 15名、その他の教材につ
いて計 16名へのグループインタビューであ
った。その結果、ルカーツは自宅で予習･復
習に用い、技術習得や実習の困難性の解消に
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活用されていた。また、学習方法の教材は役
立ったと評価されたが、学習内容の看護学に
おける位置づけは役立つ一方、視野を狭める
との批判もあり、さらに新たな困難性も抽出
された。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(理由) 
当初の予定通りに研究を重ねている。これ

までの研究成果として、少子化というよりは
Y-generation として学生の特徴を捉え、新た
な視点から看護学導入期の教材の開発を行
い、その評価にまで至っているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度には、研究 6少子化社会の学生の

特性に合わせた看護学導入プログラムの修
正と再構築として、研究 5における調査の結
果を踏まえて、ルカーツの指摘された部分の
修正を行い、これらの結果と先に実施した困
難性調査（2）の結果とを比較検討し、看護
学導入期の学生に合わせた看護学導入プロ
グラムをさらに精錬していく予定である。 
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